
【対象期間：2021年6月1日～2022年5月31日】

 作成年月日 : ２０２３年　２月２８日

株式会社　邦和工業

2022年度



Ⅰ 組織の概要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1

Ⅱ 環境経営方針 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2

Ⅲ 実施体制 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3

Ⅳ 環境経営目標 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4

Ⅴ 環境経営計画 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5

Ⅵ 環境実績結果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6

Ⅶ 環境経営計画の取組評価及び次年度の取組内容 ・・・・・・・・・・・・7

Ⅷ 環境上の緊急対策 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8

Ⅸ 環境関連法規等の遵守状況及び違反、訴訟等の有無 ・・・・ 9

Ⅹ 代表者による全体の評価と見直し・指示 ・・・・・・・・・・・・・・ 10

目         次



1.   事業者名及び代表者名

株式会社　邦和工業

代表取締役社長　榛葉幸宏

2.    所在地

3.    環境管理責任者、事務担当者の氏名及び連絡先

環境管理責任者―榛葉幸宏

事務担当者―――榛葉幸宏

連絡先―――――TEL：0537-24-3883　　Email：info@howa-kogyo.co.jp

4.    事業の概要

金属製品に対する粉体塗装、溶剤塗装

5.    事業規模

6.    事業年度

毎年　　6月　1日～翌年　5月　31日

・本年のEA21運用年度2021年6月～2022年5月（本年度より事業年度と合わせて運用）

7.    対象範囲（認証・登録範囲）

活動：金属製品に対する粉体塗装・溶剤塗装

対象組織：本社工場及び富部工場

Ⅰ　組織の概要

売上高 23,000万円（2021年度）

従業員数 全社　16名

所在地 延床面積

1125㎡ 登録対象

項目

本社工場：　10名

富部工場：　6名

静岡県掛川市富部80-10

名称

内容

富部工場

備考

本社工場 静岡県掛川市薗ヶ谷900-1 1320㎡ 登録対象
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1）　電気・ガス・軽油・ガソリン等の使用量削減に努めます。

2）  3R活動の展開による廃棄物の削減に努めます。

3）　節水活動による水使用量の削減に努めます。

4）　化学物質（塗料・前処理薬品）の適正使用に努めます。

環境関連法規制を順守いたします

環境に配慮した塗装製品作りを推進します

環境に配慮した製造活動を中心に環境経営の継続的改善を行います

1）

　　

2） 社内においては全従業員に環境経営方針の周知徹底をさせ、全社員参画による取組を目指します。

　　 

Ⅱ　環境経営方針

【基本方針】

　当社は環境理念に基づき、以下の基本方針を定め、継続的な環境経営を展開します。

代表取締役社長　榛葉幸宏 

制定年月日　　2017年　8月　1日

株式会社　邦和工業

株式会社　邦和工業　環境経営方針

【環境理念】

　当社は、株式会社邦和工業の経営理念に基づき、金属製品への塗装を通じて、地球温暖化問題への取り組み
や地域の環境活動へも自主的・積極的に取り組みます。

　安全で安心していただける製品を効率よくお客様に提供することが当社の環境対策の基本と考えて従業員一
丸となり継続的に改善活動に取り組んでまいります。

1.　　二酸化炭素排出量、廃棄物排出量、総排水量等の削減に努めます

4　　.環境経営の継続的改善

5.　　環境コミュニケーションの実施

社外に環境経営レポートを公開し、利害関係者のみならず 社会とのより良いコミュニケーションを
図ってまいります。

2.　　環境関連法規制等の遵守

3　　.環境に配慮した製造活動

２



＜関係者の権限と役割＞

社長

①環境経営全般に関する責任と権限

②環境経営に必要な資源の準備

③環境経営システム全体の評価と見直し

④課題とチャンスの明確化

⑤環境管理責任者の任命

環境管理責任者

①環境管理システム全般の運用・管理

②環境経営目標及び環境経営計画の作成

③取り組み状況の社長への報告

④環境経営レポートの作成

事務局

①環境負荷データの集計

②環境経営目標、環境経営計画の進行管理

③「環境負荷」及び「環境への取り組み」の自己チェックの実施

④環境管理責任者へ取組状況の報告

⑤法規制の遵守チェック

⑥文書・記録の管理

各部門長

①部門の環境経営計画の実施

②部門データの集計

③部門の問題点把握と是正対策の実施

④部門取組状況の事務局への報告

⑤部門の従業員教育

その他従業員

・組織の方針に沿っての環境活動の実施及び業務効率改善への参加

Ⅲ　実施体制

代表取締役社長

榛葉幸宏

本社工場

第1ライン

中島和弘

本社工場

第2ライン

田端公尋

富部工場
ライン

嶋村 智

業務

富部・本社
名倉志保

常務取締役

榛葉喜美子

環境管理責任者

榛葉幸宏（兼務）
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基準

2021年度実績
値

2023年度 2024年度 2025年度

2020年6月
～

2021年5月

2022年6月
～

2023年5月

2023年6月
～

2024年5月

2024年6月
～

2025年5月

基準値
目標削減

率
目標値 目標削減率 目標削減率 目標削減率

㎏-CO2 576,224 －１％ 570,462 －2％ －3％ －4％

電力 kWh 516,571 －１％ 511,405.3 －2％ －3％ －4％

ガソリン L 9,188 －１％ 9,096 －2％ －3％ －4％

軽油 L 7,359 －１％ 7,285 －2％ －3％ －4％

ＬＰＧ kg 95,644 －１％ 94,688 －2％ －3％ －4％

産業廃棄物 t 69.7 －１％ 69.0 －2％ －3％ －4％

一般廃棄物 kg
排出量把握及
び削減努力した

排出量把握及
び削減努力

排出量把握及
び削減努力

排出量把握
及び削減努

力

排出量把握
及び削減努

力

m3 7,055 －１％ 6,984 －2％ －3％ －4％

L
使用量把握及
び適正管理した

使用量把握及
び適正管理

使用量把握及
び適正管理

使用量把握
及び適正管

理

使用量把握
及び適正管

理

計画通り実行
環境経営計画

の実施
環境経営計画

の実施
環境経営計
画の実施

環境経営計
画の実施

＜備考＞

１．

２．

３．

４．

Ⅳ　環境経営目標

短期及び中期環境目標

「購入電力」の二酸化炭素排出係数は、中部電力（平成27年度）調整後排出係数の「0.482㎏-CO2/kWh」を使用した。

2022年度

　当社は、事業活動により発生する環境負荷量の変動が大きいことから、目標値の設定方法として前年度実績を基準値とするスライ
ド方式を採用している。また、年度の捉え方としては、後の年度の方を取組年度としている。

一般廃棄物は排出量が少ないことから、「排出量把握及び削減努力」を目標とする。

「化学物質（塗料）使用量」の仕事量の変化が大きく、削減は困難なことから、定性的な目標とする。

「環境に配慮した塗装の推進」は、数値的目標を設定することが難しいことから、「環境経営計画の実施」の定性的な目標とす
る。

中期目標短期目標

項目

環境に配慮した塗装の推進

水使用量

廃棄物排出量

単位

二酸化炭素排出量

2021年6月
～

2022年5月

化学物質（塗料）使用量

内訳
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2022年度（取組期間：2021年6月～2022年5月）の環境経営計画

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

A

B

C

D

E

A

B

C

D

A

B ● ●

C

Ｄ

A

B

C

D ● ● ● ●

E

F

G

Ｈ

A

B

C

Ｄ

D

A

B ● ● ● ●

C

A

B

C

D

A

B

C

Ｄ

E

榛葉

環境活動項目 責任者

二
酸
化
炭
素
の
削
減

エ
コ
・
ド
ラ
イ
ブ

不必要なアイドリングの禁止

榛葉

不要な荷物を積まない

急発進・急加速の禁止

効率的な配送ルートの選定

委託業者にエコドライブを要請

運
転
管
理
等

運転日報を検討

同方向は相乗りの励行

低冷房運転の励行

自動車購入時は省エネ車を優先

空
調
等

エアコンの設定温度を夏季28℃、冬季20℃に設定

空調フィルターの定期清掃（夏前、冬前）

窓ガラス等の断熱コーティングの実施

緑のカーテンの実施検討(夏季）

榛葉

廃棄物の削
減

コピー用紙の両面使用

田端

封筒などの再利用

不良品の削減

リサイクル率向上活動の意識付け

塗装作業の効率化による廃棄物削減

工
場
・
事
務
所

天井照明の間引き

榛葉

高効率照明の採用検討

製造工程の見直し

コンプレッサーのエア漏れチェック

未使用設備の電源OFF(製造設備・OA機器・他）

段取り時間の短縮

出しっぱなしの禁止

榛葉水もれ点検の実施

節水の呼びかけ

不良品の削減（不良率３％以下）

５S活動の実施

Ⅴ　環境経営計画

スケジュール

環境に配慮
した塗装の
推進

環境に配慮した塗装の受注

榛葉

作業の効率化

塗装による不良品の削減活動

廃棄物の発生抑制

ＬＰＧの削減

化学物質（塗
料）の管理

使用化学物質のＳＤＳ入手

榛葉
購入量・使用量の把握

使用量削減

購入・保管・使用・廃棄段階の適正管理

水使用量の
削減

５



2021年度（2020年6月～2021年5月）環境実績結果及び評価
2021年度実績

値

2020年6月
～

2021年5月

基準値 削減率 目標値 実績値 実績削減率

㎏-CO2 576,224 －１％ 570,462 546,952 -4.1% ○

kWh 516,571 －１％ 511,405 500,724 -2.1% ○

L 9,188 －１％ 9,096 6,065 -33.3% ○

L 7,359 －１％ 7,285 5,860 -19.6% ○

kg 95,644 －１％ 94,688 92,138 -2.7% ○

t 69.7 －１％ 69.0 54.2 -21.5% ○

t
排出量把握及
び削減努力した

排出量把握
及び削減努
力した

― 〇

m
3 7,055 －１％ 6,984 7,179 2.8% ×

L
使用量把握及
び適正管理した

使用量把
握及び適
正管理す
る

使用量把握
及び適正管
理した

〇

計画通り実行し
た

計画通り
実行する

計画通り実
行した

〇

＜備考＞

１．

２．

○…達成　　△…未達成であるが理由が明確なもの　　×…未達成

達成状況

○

○

○

○

○

○

×

産業廃棄物排出量

環境目標の項目

実績削減率＝[（実績値－目標値）/目標値]×100

軽油使用量

ガソリン使用量

二酸化炭素排出量

省エネに留意しつつ、今後の
推移を注視する。今後は、運
搬費の削減中心に省エネ活
動を継続する。

仕事量増加したものの、目標値に対して削減すること
ができたことから、省エネ活動の成果あったと捉えて
いる。

未達成の原因又はコメント

省エネに留意しつつ、今後の
推移を注視する。

達成状況評価：〇（達成），△（ほぼ達成），×（未達成）

軽油

一般廃棄物

廃棄物排
出量

是正処置結果又は今後の対
応

化学物質（塗料）使用量

水使用量

内訳
ガソリン

電力

環境に配慮した塗装の推進

産業廃棄物

排出量把握及び削減
努力

Ⅵ　環境実績目標

達成状況評価

二酸化炭素排出量

項目 単位

2022年度

2021年6月～202２年5月

水使用量

ＬＰＧ

今後も節水活動を継続してい
く。

２．環境経営目標達成状況及び是正・予防処置

主に、トラックの納品に使用する燃料であり、仕事量の
変化に影響するが、今年度はエコドライブ意識の徹底
の成果があらわれた結果となった。

運転の際は、エコドライブに留
意しつつ、今後の推移を確認
する。

仕事量増加したものガスは比較的前年とあまり変わり
はない。塗装製品の乾燥に使用しているので、周囲条
件が影響するので、今年度はその影響で使用量が下
がったと思われる。

引き続き、乾燥に使用のため
のＬＰＧの乾燥効率を上げて、
省エネに留意しつつ、今後の
推移を注視する。

産廃削減活動を続けつつ、今
後の推移を見ていくことにす
る。

産廃は、仕事量に直接関連するが、同時に、排出時
期により、排出量の多少が出るが、削減の効果と合わ
せ、排出時期により、結果的には削減できた。

運転の際は、エコドライブに留
意しつつ、今後の推移を確認
する。

社用業務及び営業用の車両の燃料であり、営業の度
合い、顧客の要求によって変化するが、今年度はエコ
ドライブ意識の徹底の成果があらわれた結果となっ
た。

仕事量の増加により、水使用量が増加し、目標を達成
することができなかった。

電気使用量
仕事量増加したものの、目標値に対して削減すること
ができたことから、省エネ活動の成果あったと捉えて
いる。

ＬＰＧ使用量

６



A ○

B ○

C ○

D ○

E ○

A ○

B ○

C ○

D ○

A ○

B ○

C ○

Ｄ ―

A ○

B ○

C ○

D ○

E ○

F ○

G ○

Ｈ ○

A ○

B ○

C ○

Ｄ ○

D ○

A ○

B ○

C ○

A ○

B ○

C ○

D ○

A ○

B ○

C ○

Ｄ ○

E ○

＜備考＞

１．

環境に配
慮した塗
装の推進

環境に配慮した塗装の受注

榛葉

作業の効率化

塗装による不良品の削減活動

ＬＰＧの削減

廃棄物の発生抑制

評価→〇印：実施　□印：ほぼ実施　△印：検討中　×印：未実施

今後継続して取り組むべき当社の課
題なので、長期的に継続実施する。

化学物質
（塗料）の
管理

使用化学物質のＳＤＳ入手

榛葉
購入量・使用量の把握

使用量削減

購入・保管・使用・廃棄段階の適正管理

榛葉

５S活動の実施

水使用量
の削減

出しっぱなしの禁止

榛葉
水もれ点検の実施

節水の呼びかけ

廃棄物の
削減

コピー用紙の両面使用

田端

封筒などの再利用

不良品の削減

塗装作業の効率化による廃棄物削減

リサイクル率向上活動の意識付け

天井照明の間引き

不良品の削減（不良率３％以下）

高効率照明の採用検討

製造工程の見直し

コンプレッサーのエア漏れチェック

未使用設備の電源OFF(製造設備・OA機器・他）

段取り時間の短縮

継続
（今後重点実施）

現在使用中の物は、全てSDSを入手
使用量削減の検討を開始

継続

運
転
管
理
等

運転日報を検討

榛葉

空
調
等

エアコンの設定温度を夏季28℃、冬季20℃に設定

榛葉

同方向は相乗りの励行

低冷房運転の励行

自動車購入時は省エネ車を優先

空調フィルターの定期清掃（夏前、冬前）

窓ガラス等の断熱コーティングの実施

緑のカーテンの実施検討(夏季）

工程で意識をもって削減活動に入る
ことができた。

継続

節水の呼びかけ実施し、節水活動を
開始

継続

ほぼ計画通りに実施できた。

継続

継続

・ほぼ計画通りに実施できた。

運転管理に留意して管理開始

継続

継続

従業員のエコドライブ意識は浸透し
つつある。

Ⅶ　環境経営計画の取組評価及び次年度の取組内容

急発進・急加速の禁止

委託業者にエコドライブを要請

評価 コメント
今後（次年度）
の取組内容

2022年度（2021年6月～2022年5月）環境経営計画の取組評価及び次年度(2023年度）の取組内容

不要な荷物を積まない

環境活動項目 責任者

効率的な配送ルートの選定

二
酸
化
炭
素
の
削
減

エ
コ
・
ド
ラ
イ
ブ

不必要なアイドリングの禁止

榛葉

工
場
・
事
務
所
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項　　目

改めて手順の策定や改訂の必要性はないと判断した。

塗装作業場の従業員全員（6名） 訓練説明者 社長

地震による影響

自然発火又は不注
意による出火

パターン1

パターン2

・置場の整理・整頓

・作業場の禁煙

・喫煙所の指定

・消火器の設置、定期点検

・定期訓練の実施

・吸着マットの設置

〈緊急時対策〉

　想定される環境に於ける緊急事態について、環境への影響を最小限にくい止めること・内外への連絡を円滑に行う
こと・可能な範囲で事前に想定、準備すること。また、定期的にその訓練を行う。更に、緊急事態の発生や、訓練の
後、対応の評価と改善策を行う。

想定のパターン

作成者：管理責任者　榛葉幸宏

想定される緊急事態

作成日：2021年12月9日（木）

対応策原因

・缶の整理整頓

・置場の５Ｓ

・消火器の設置、定期点検

・連絡体制の明確化

・定期訓練の実施

・防油マット等の備品設置

Ⅷ　環境上の緊急対策

2021年12月9日（木）　AM8：30～9：00

手順の改
訂の必要
性

塗装作業場から不注意によって、タバコなどの火が塗装に引火して出火したことを想定

出火したことを想定して、上記の対応策を確認し、その内容の適否を確認した。同時に設置してある消
火器の消火訓練を行った。

想定内容

対応策の手順に従って確認したが、特に問題はなかった。

・連絡体制の明確化

訓　練　結　果

訓練日時

参加者

訓練内容

対応策の
検証結果

塗装作業場からの出火

地震時の塗料缶の倒れ、液の
漏出

緊急事態訓練記録
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１． 環境関連法規等の遵守状況

当社に適用される環境関連法規等の遵守状況を確認した結果は下記の通りです。

評価日　2023年1月18日

評価者　環境管理責任者　榛葉幸宏

条項 遵守事項または規制基準 当社の適用及び対応 遵守結果

第5条 規制基準値の遵守 騒音の測定 遵守

第6条 特定施設の届出 コンプレッサー 遵守

第8条 特定施設の設置等の変更の届出 該当無し
取組期間
該当無し

第5条 規制基準値の遵守 振動の測定 遵守

第6条 特定施設の届出 コンプレッサー 遵守

第8条 特定施設の設置等の変更の届出 該当無し
取組期間
該当無し

第22条 特定施設の届出 表面処理施設 遵守

規制基準の遵守 水質検査の実施 遵守

第7条 規制基準の遵守義務 掛川市告示第46号（全地域：臭気指数 15） 遵守

第10条 事故時の措置と報告 遵守

第3条 公害防止統括者の選任 選任届出 遵守

第４条 公害防止管理者の選任 選任届出 遵守

第10条 浄化槽の保守点検及び清掃に実施 保守点検及び定期清掃の実施 遵守

第10条の2 浄化槽の使用開始報告書の提出 使用開始から30日以内に県知事へ提出 遵守

第11条 指定検査機関による水質に関する検査の実施 法定検査の実施（１回／年） 遵守

第6条の2第6項 一般廃棄物の収集運搬業者への委託処理 市条例の収集・処理基準の遵守 遵守

第12条第2項 産業廃棄物の適正保管 保管基準の遵守、保管場所の表示 遵守

第12条第5項 産業廃棄物の委託処理 収集運搬及び処分許可業者への委託 遵守

第12条第6項 運搬又は処分を委託する場合の処理基準の遵守 処理業者と契約契約書の締結 遵守

第12条の3第１項 マニフェストの交付 遵守

第12条の3第2項 マニフェストの保管 Ａ票、5年間保管 遵守

第12条の3第6項 マニフェストの保管 B2、D、E票の5年間保管 遵守

第12条の3第7項 マニフェスト交付状況の知事報告 6/30までに報告書提出 遵守

第12条の3第8項 管理票写しの送付がない時の適切な措置の実施
運搬又は処分業者からのD,E票の期間内返
却

遵守

第9条の4 危険物 及び指定可燃物の貯蔵及び取扱基準
・市町村条例で定める
・危険物の保管等

遵守

第11条 指定数量以上の危険物保管の届出
指定数量以上の危険物の保管の消防署への
届出

遵守

第13条 危険物の取扱作業に関して保安の監督 危険物取扱者の設置 遵守

第17条の3 消防用設備等の点検及び報告 消火設備の定期点検 遵守

家電リサイクル法（特定家庭用
機器再商品化法）

第6条
特定家庭用機器廃棄物の収集・運搬をする者等
への適切な引き渡し、料金の支払

指定家電廃棄時のサイクル料金の支払
取組期間
該当無し

第8条 使用済自動車の引渡義務

第73条 使用済自動車の引き取り業者への引き渡し リサイクル料金の支払（廃車時）

第16条

冷凍空調機器：全ての第一種特定機器が対象
①空調機（7.5kW未満）自身での「簡易点検(３ヶ月
に１回以上)」実施
②空調機（7.5kW～50kW未満）３年に１回以上
③空調機（50kW以上）１年に１回以上
④冷凍冷蔵機器（7.5kW以上）１年に１回以上

①企業・法人の管理者が確認
②、③、④
　有資格者による定期点検実施

遵守

第41条 第1種特定製品廃棄等実施者の引渡義務
製品管理者のフロン類回収業者へのフロン類
の引き渡し義務
簡易点検の実施（３ヶ月に１度）

遵守

その他 リーチ（REACH)規制 リーチ適合材料の使用及び適合 製品の納入 遵守

第25条 一般粉じん発生施設設置の届出 吹き付け塗装施設 遵守

第52条 騒音基準の遵守義務 遵守

第53条 騒音特定施設の届出 空気圧縮機（原動機の定格出力が3.7kwｈ) 遵守

第55条 騒音特定施設変更の届出
取組期間
該当無し

第79条 振動基準の遵守義務 遵守

第80条 振動特定施設の届出 遵守

第82条 振動特定施設の変更等の届出
取組期間
該当無し

第82条 産業廃棄物管理責任者の設置 遵守

第10条 委託先の実地確認と記録の保存 現地確認記録の保管 遵守

環境基本法 第8条 自主努力義務、行政への協力 EA21の取組 遵守

地球温暖化対策推進法 第5条 自主努力義務、行政への協力 EA21の取組 遵守

循環型社会形成推進基本法 第11条 廃棄物の３R及び適正処理の推進 廃棄物の分別、行政への協力 遵守

リサイクル法（資源の有効な利
用の促進に関する法律）

第4条
指定再資源化製品のリサイクルへの協力（適正廃
棄）

パソコン、小型二次電池等の廃棄時
取組期間
該当無し

グリーン購入法（国等による環
境物品等の調達の推進等に関
する法律）

第5条 事業者の責務（国等の施策への協力等）
物品の購入、借り受け等する場合の環境物
品等の選択

遵守

２． 違反、訴訟等の有無
　　　 環境法令に関する違反はなく、当社に対し関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟は過去３年間ありませんでした。

消防法

騒音規制法

振動規制法

浄化槽法

Ⅵ　環境関連法規等の遵守状況及び違反、訴訟等の有無

責務
・

努力

法律・条例

自動車リサイクル法（使用済自
動車の再資源化等に関する法
律）

取組期間
該当無し

法令

法令

フロン排出抑制法（フロン類の
使用の合理化及び管理の適正

化に関する法律）

義務

悪臭防止法

水質汚濁防止法

静岡県生活環境の保全等に関
する条例

静岡県条例

特定工場における公害防止組
織の整備に関する法律

廃棄物処理法（廃棄物の処理
及び清掃に関する法律）

静岡県産業廃棄物の適正な処
理に関する条例

９



Ⅷ　代表者による全体の評価と見直し・指示

2023年2月21日

株式会社邦和工業

代表取締役社長　　榛葉　幸宏

  本環境経営レポートは、2021年6月から1年間の取組結果を取りまとめたもの
である。今期は、全ての取組項目において、目標を達成することができた。これ
は、長年に渡る取組の成果があらわれてきたと捉えている。従って、現時点に
おいては、環境経営方針、環境経営計画及び環境経営目標等について、見直
しする必要はなく、継続して定めている事項を着実に履行していくこととする。

　また、今期はコロナ禍での生産活動になったが、復調の兆しのあった年度で
あった。生産調整や、少量多品種の対応、資源の管理や納期順守に追われ、
多忙であった。大きく変化したのは徐々に上がってきた原料と運搬費の高騰
で、経費が全体的に上がっており、働き方方改革、顧客の支給品の変化、配送
業務の管理等、対応に難儀したことは否定できない。

　その様なことから、さらに取組を進めて行くためには、世の中に動向に迅速か
つ適格に対応することが必要である。その為には、従業員の意識改革を図るこ
とが何よりも重要なことから、社員教育を含めた社内コミニュケーションの充実
を図るために、社員に対する環境教育を強化し、各自の役割、責任及び権を全
従業員に再度周知し、エコアクション21の取組が、企業経営者のみならず個々
の従業員にとっても有意義なものとなるように進めて行く。
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